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経済レポートに見る2011年の新車販売動向

エコカー補助金終了後の新車販売に
底打ち感  軽自動車シフトが進む可能性
エコカー購入補助金の終了にともなう新車販売の落ち込みは「底を打った」との
見方があります。経済指標にもいくつか明るい兆しが見え始めているようです。
日本自動車工業会予測では、2011年の新車販売は 446 万 5 千台です。
今後の自動車販売がどうなるか、各種レポートからまとめてみました。

　自工会が予測した446万5千台という数
字は、エコカー購入補助が押し上げた
2010年実績よりも1割ほど総市場が縮小
することを意味します。とくに登録乗用車の
落ち込みは大きく、前年実績を15％ほど割
り込んだ250万台余りと予測しています。
　2010年の新車販売実績は前年比7.5％
増 の 495 万 6 千 台、登 録 乗 用 車 は 同
10.9％増の292万7千台でした。予測数
字は厳しいものです。
　また、1月に公表されたみずほコーポ
レート銀行の予測は443万7千台という
数字をはじいています。ただしこちらは
2011年 4月から12年 3月までの年度
ベースの数字です。2010年度の販売実績
見込みに対して5％ほど落ち込みとなり、
直近の年度ベースの最低数値である2008
年度の470万台を大きく下回ると見てい
ます。
　このレポートで注目したいのは軽自動車

シフトが進むと見ている点です。登録車販
売は270万1千台で10.7％減と見るの
に対して軽自動車は173万6千台、総市
場が縮小する中で軽自動車販売は5％ほど
伸びると予測しています。エコカー購入補
助金は軽自動車への恩恵が少なく登録車の
買い得感が増しました。その反動が生じる
ということです。
　今年4月からの自動車損害賠償責任保険
の保険料の値上がり、それを追うように損
害保険各社は任意保険を引き上げる方向に
あります。こうした維持費の上昇が軽自動
車へのシフトを後押しするかもしれません。
　第一生命経済研究所の定例経済指標レ
ポート（1月5日発表）は、エコカー補助金
終了後の新車販売に「底入れの兆し」あり
と指摘しています。昨年11月、12月の新
車販売は前年比で大きく落ち込みました
が、軽を含む乗用車販売を見ますと、11月
29.8％減、12月25.5％減と縮小幅が小

さくなっています。同研究所の季節調整し
た数値では12月は6.7％増とプラスにな
るそうです。
　この要因は軽乗用車販売の回復で、補助
金終了とともに「節約志向から低価格・低
燃費を売り物とする軽自動車に再び消費者
の目は移っている」と指摘しています。
　この他に「乗用車販売の水準は10月に
急減した後ほぼ横ばいで推移しており、一
段の悪化には歯止めがかかっている」（三菱
ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング「日本
経済ウォッチ2011年1月号」）という調
査報告もあります。補助金で盛り上がった
分の落ち込みは避けることはできません
が、あまり悲観する必要もないということ
でしょうか。
　鉱工業生産や機械受注などの直近のデー
タでも生産活動の底打ち感があるようで
す。オーストラリアやブラジルの水害にと
もなって春以降建設機械やトラックなどの
輸出が高まると予測する人もいます。輸出
関連の製造業を中心に生産活動が持ち直し
てくれば、予想以上に景気が上向くことに
なるかもしれません。
　エコカー購入補助金や家電エコポイント
制度で消費財の購入に向かったことの反動
で、今年消費者はサービスを求めるという
消費動向の予測もあります。整備業の立場
ではチャンス、少子高齢化した社会に向
かって自社が良質なサービス提供している
ことを浸透できれば商機が広がるはずで
す。節約志向が強まる中でリサイクル部品
を積極的に活用することもお客様には喜ば
れるのではないでしょうか。

2011年・2011年度の国内需要予測

注1．日本自動車工業会は1～12月の通年ベースの予測、みずほコーポレート銀行は4～3月の年度ベースの予測。増減はいずれもそれぞれ見込み値に基づく。
注2．みずほコーポレート銀行の登録乗用車、貨物車合計の数字は自工会予測に合わせて発表資料をもとに作成した。
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改造EVやベンチャー企業開発のEV等も続々登場
新車市場の低迷をよそに電気自動車（ＥＶ）の世界は意気軒高です。
いつごろ本格的な市場を形成するのかについて識者の見方も分かれています。

　1 月 19 ～ 21 日に東京ビッグサイトで
民間イベント会社が主催する第 2 回「EV・
HEV 駆動システム技術展」が開催されま
した。カーエレクトロニクスや半導体・電
子機器技術、さらに今回が初めてとなる
「クルマの軽量化技術展」など他の展示会
も同時開催しており、会場内は熱気にあふ
れていました。
　とくにハイブリッド（HEV）、EV への関
心は高かったようです。会場でのトピック
を拾うと、民間のＥＶがいろいろ展示され
ていました。トヨタ自動車の「プリウスプ
ラグインハイブリッド」とともに、プリウ
スの前モデルをベースに改造したプラグイ
ンハイブリッド「プラグス」が展示されて
いました。
　トヨタ製はバッテリーを使った走行距離
は 23.4㎞に留まるのに対して米国ベン
チャー企業の改造キットで改造したプラグ
スは 40㎞走行できます。改造費用は約
150 万円、電池はリチウムイオンではな
く大型のニッケル水素電池を搭載していま
す。このほか京都大学発ベンチャーのグ
リーンロードモータースが電気自動車とし

て復活させた「トミーカイラ ZZ」など、自
動車メーカー以外の EV、HEV が展示され
ていました。
　急速充電器等の各社の展示も花盛りで
す。日産自動車が 147 万円の価格で急速
充電器の販売を始めたことで、充電機メー
カー各社も価格を 200 万円前後に価格を
下げた新製品を PR していました。太陽光
発電で蓄えた電気を EV に急速充電するシ
ステムなどもありましたが、ほとんどが充
電の統一規格にそって蓄電せずに三相交
流 200V の電気を引き、ストレートに充
電する方式のものです。EV への充電を円
滑にするため、充電口を 2 個設けた新型の
急速充電器を大手のハセテックが展示し
ていました。
　EV は深夜電力を使い家庭で充電し、出
かけて不足した場合には急速充電で補充
して帰路に着く、と言われます。急速充電
の電気代を出展していた電力会社に尋ね
たところ、EV の電池量で決まるそうで、
深夜電力で１kW に付き 8 ～ 10 円、三
相交流 200 ボルトの急速充電で同 20
円という計算をすればよいとの答えでし

た。三菱自動車「ア
イミーブ」の場合、
電 池 容 量 は 16kW
ですから昼間に急速
充電すると、単純計
算 で 320 円、急 速
充電では満充電はし
ないので 1 回当たり
200 ～ 300 円を見
ればよいそうです。
　充電機の償却など
を考えると、もう少
し高めになるのかと
いう印象です。茨城
県つくば市の実験で
は、急速充電 1 回の

料金は 500 円だそうです。
　ただ、これらはあくまでも便宜上の計算
になります。実際に急速充電器の所有者側
がサービス提供する上で 1 回当たりどれほ
どの電気を使い、金額的にどれほどになる
かはよく分かりませんでした。電力会社は
通常の電力料金と EV 用の電力料金は別に
したいなどの考え方を持っているようです。
こうした点も踏まえて具体的に話が煮詰
まっていかないと EV の本格普及がいつに
なるかが見えてこないのかもしれません。

脚光浴びる電気自動車

NGP 今月のCO2削減量

※リターナブル梱包材の利用にともなう削減効果は NGP 協同組合独自の CO2 排出削減の取り組みです。
　ダンボールに変えて、専用梱包材を 200 回繰り返し使用することで削減効果を試算しました。リターナブル梱包材利用にともなう削減効果

5.5 tNGP 平成22年12月： 86.3 tNGP 1月からの累計：

※ NGP をはじめとしたリサイクル部品販売事業 12 団体は、グリーンポイントクラブを作り、リユース部品、リビルト
　部品を利用することで達成できた CO2 の削減量を利用者の皆様にお知らせしています。ご協力ありがとうございます。リサイクル部品利用にともなう削減効果

全１２団体 1月からの累計

137,419 tNGP 平成22年12月：6,806 t NGP 1月からの累計： t79,123

ハセテックが展示した2口の急速充電器
都内のホテルに設置されているそうだ

大学ベンチャーで EV として復活した「トミーカイラ ZZ」
EV ならではの楽しみでもある

「プラグス 40+」
プリウスプラグインハイブリッドの倍ちかい EV 走行が可能だ



収支改善のために
保険代理店の手数料も見直しへ

車体ラッピングに需要創造の兆し

自賠責保険料、今年4月から平均12％の値上がりに

「見た目はカーボン」の遊び心が流行りを生むか

　政府の自動車損害賠償責任保険審議会
は、保険料を今年 4 月から全体で 11.7％
引き上げることを決めました。自賠責保険
料は 2008 年度に引き下げられましたが、
その際に想定した保険収支が大幅に崩れ
て悪化した保険収支を改善するため、値上
げすることになりました。自家用乗用車の

　フィルムを張ってボディー外観を変え
る―、そうした車体ラッピングにビジネス
チャンスが訪れそうです。愛車にブラック
カーボン調のフィルムをボンネットに施工
すれば、見た目はカーボンに早変わり。東
京オートサロンでも登場し、チューニング
カー、ドレスアップ車の中で、車体ラッピ
ングによるプチカスタマイズが話題となっ
ていました。
　この車体ラッピングは修理に利用するこ
ともできます。塗装するより料金が割安で、
手軽に施工できることがユーザーにとって
のメリットだそうです。
　東京オートサロン 2011 では、住友ス
リーエムがブース内で施行実演を行ってい
ました。また、建設用フィルムの販売施行
を手掛けるゲットクリーンコート（埼玉県
伊奈町）が、ベンツのAクラスの全体をカー
ボン調フィルムでラッピングして展示して
いました。外装をカーボンでカスタマイズ
したカスタマイズ車だなと思って近くによ

24 カ月契約の保険料金（沖縄県、離島地域
を除く）は、現在 2 万 2470 円の保険料が
2 万 4950 円と 11.0％アップします。
　収支悪化の原因は後遺症のための保険金
支払いが増加しているためで、本来ならもっ
と大幅に引き上げることが必要だそうで、
今回に続いて 13 年度も値上げをして収支

ると、単なるラッピング、周りを見比べなが
ら新鮮な驚きを感じました。
　施工を実演した住友スリーエムでも、多
くの来場者が足を止め、様子を見入ってい
ました。オートサロン
の開催期間中に 70
件弱の施行予約を受
注したそうで、予約の
多くはボンネットを
カーボン調にという
内容だそうです。もち
ろんフィルムですか
ら軽量化にはつなが
りませんが、手軽なプ
チドレスアップを楽
しみたいというユー
ザーは多いようです。
　住友スリーエムは
ブラックカーボンだ
け で な く、ホ ワ イ ト
カーボン、ブラックレ

のバランスを取ることになっています。
　また、今回の保険料改定で、軽自動車は
24 カ月契約の保険料が 2 万 1970 円、
金額で 2990 円、率で 15.8％のアップ
になっています。自家用乗用車に比べて軽
自動車の損害率が高いために、軽自動車
の引き上げ幅が上回ることになりました。
24 カ月の自賠責保険料だけを見ると、軽
自動車と自家用乗用車の差は 2980 円
で、現行に比べて差が 500 円あまり縮ま
ります。
　保険料値上げを決めた自賠責審議会で
いろいろな意見が出されましたが、とりわ
け保険収支に関係する損害保険会社の経
費の実態や手数料の妥当性が不透明だと
する指摘が行われました。同時に保険代理
店に 1 件当たり現在 1600 円支払われて
いる手数料についても算出基準を見直す
必要があるのでは、との意見が出されたそ
うです。
　こうした意見を踏まえて、金融庁と損害
保険協会は検討会を設置して損害保険会社
の経費の実態や代理店手数料を見直すこと
になりました。代理店手数料について、現
時点では引き下げることが決まったわけで
はありません。しかし検討の結果、引き下
げる必要ありとの結論になれば、次回の値
上げに合わせて 13 年度から手数料は引き
下げられることになるようです。

ザーのフィルムも販売しており、今後も商
品拡充を進めていくそうです。東京、大阪
に限定していた施行をエリアを国内の主要
都市に広げたいとも話していました。

主な車種の自賠責保険改定料金（24カ月契約、沖縄県、離島以外の地域）

現行基準料金

22,470円

18,980円

92,160円

33,500円

8,790円

自家用乗用自動車

軽自動車（検査対象車）

普通貨物自動車
（営業用、最大積載量2t超）

小型貨物自動車（営業用）

原動機付自転車

改定基準料金

24,950円

21,970円

93,170円

41,180円

9,420円

改定額

2,480円

2,990円

1,010円

7,680円

630円

改定率

11.0%

15.8%

1.1%

22.9%

7.2%

見た目はオールカーボンのベンツ・A クラス



NGP日本自動車リサイクル事業協同組合事務局
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商売繁盛、使用済車両の安定入庫を神前で願う
理事、役員そろって恒例の新年祈願

新年の挨拶と前期活動報告
「しっかり頑張れ」と励まされる

大石名誉顧問宅を訪問

　1 月 12 日、大分県別府市のご自宅で療
養中の大石一彦名誉顧問を大橋岳彦理事
長、田中清・永田則男両副理事長が、島野敬
相談役の案内で訪ねました。例年は定期総
会直後に大石名誉顧問を訪ね、1 年間の
NGP 協同組合の活動報告を行っています
が、大橋理事長が産構審・中環審合同会議の
委員となっていることや海外連携などのた
めに昨年は時間がとれず、新年のあいさつ
をかねて報告に出向いたものです。
　また、今年 10 月に福岡市のヒルトン福
岡シーホークで NGP 創立 25 周年の記念

　1 月 28 日、大橋岳彦理事長をはじめと
したＮＧＰ協同組合理事、株式会社ＮＧＰ

式典を開催する予定でいることお伝えし、
大石名誉顧問に出席いただくことをお願い
しました。
　NGP の 25 年の足跡を振り返ると、感
慨深いものがありますが、大石名誉顧問は
順調に健康を取り戻しており、訪ねた時
は「肌のつやもよく、大変お元気そうだっ
た」（大橋理事長）そうで、NGP の 1 年間
の活動報告をじっとお聞きになり、「しっ
かりやってほしい」と励ましの言葉を下さ
いました。
　昨年末には中国との連携をさらに進める

の役員総勢 13 名 が 東京・
代々木の明治神宮に参拝、恒
例の新年祈願を行いました。
スクラップインセンティブの
終了にともなう使用済車両発
生減が、自動車リサイクル業
界に大きなダメージとなって
いるなかで、組合員全員の車
両入庫の安定と 1 年間の商
売繁盛を真摯な気持ちで祈願
しました。
　大橋理事長は「当面、使用
済車両の減少という厳しい経
営環境が続くものと見られま
す。しかし入庫車両の確保さ
えできれば商売につなげて

いけます。組合本部としては何はさておき
車両確保に全力を挙げて行きたいし、組合

ことが理事会内部で話題となりましたが、
落とし所が見つからず難しい状況にあるな
どの NGP の近況についても報告しました。
大石名誉顧問も「中国での事業は難しいか
ら」などと感想を述べられました。

員の皆様にもそのためのご協力をお願いし
たい。これまでの損保等の提携関係を更に
強固にしていく一年としたいと思っていま
す」と話しています。また、永田則男副理事
長は「今年は NGP 発足 25 周年。厳しい経
営環境にあるからこそ、お客様第一などの
基本が大事になると思います。基本を忘れ
ずに一致協力して節目の年に新しい一歩を
踏み出したい」と神前に願ったそうです。
　年明けの経済指標はいくらか明るい兆
しがでてきていますが、個人消費は低迷し
ています。だからこそ、自動車修理の場面
でリサイクル部品の出番は多くなりそう
で、部品生産につながる車両確保が最大の
関心事になります。砂原正則副理事長は
「これで商売繁盛、車がかき集められれば
いい」と、事務所に飾る福熊手を買い求め
ていました。

組合員情報変更
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関西 株式会社多田自動車商会  大阪営業所 移転 22年12月24日
〒559-0024 大阪府大阪市住之江区新北島3丁目3-41
TEL 06-6682-8861　FAX 06-6682-8865

北陸 株式会社金沢ヨコイ部品 会社代表 23年1月15日代表取締役　横井真津乃

大石名誉顧問を囲んで前期の協同組合の活動を報告

新年祈願で NGP25 周年の節目の年の第一歩


